
 はじまりは？  ここが自慢 

 おもな活動 

 函館水産高校では、様々な活動、手軽に食べること
ができる缶詰を通じて、魚食普及に努めています。こ
のため、魚の缶詰を利用した子供向けのレシピを作成
しています。水産物の消費量は2000年から2010年の10
年間で20％減少し、地域の水産業の衰退の一因になっ
ています。学校がこの様に魚食普及に取組むことで地
域の水産業の活性化に寄与する活動を行っています。 

【地域産業の発展と魚食普及】 

連絡先 

北海道函館水産高等学校 
【北斗市】 
缶詰を活用した魚食普及活動を通じ、地域の水産業の活性化 

「函水くじらだより」（右）と 
 その配布の様子（上）と 

 函館くじらフェスティバルは、「地域と関わりの深い
鯨等について接する機会・関心が低くなっている状況に
あることから、鯨等に関する関心を高めるとともに、鯨
肉の食文化を見直す機会とするため」開催されました。  
 このことを地域住民にアピールすることはもちろんの
こと、高校生のような若い世代にも継承すべく、原料か
ら製造、販売、PRに至るまでの一連の流れを体験、単な
るイベント参加ではなく、地域住民や連携機関と共に普
及と学びを行うことを目的としています。 
 このような取組みを行うことは、魚食普及活動の一環
で行っています。 

 函館くじらフェスティバルでの活動は、函館水産高校
の生徒が製造した「くじら大和煮缶詰」を生徒自ら販売
を行うだけでなく、「魚食普及活動」の延長と位置づけ、
「函水くじら便り」を配布し、鯨に関する食文化紹介と 
鯨の利用への理解を深めてもらう活動を行っています。 
               また、この他の各種イ 
              ベントで魚を原料とした 
              缶詰の販売を行い、魚食 
              の普及に努めています。 
              缶詰は、そのまま食べる 
              ことができ、骨なども気 
              にせず食べることができ 
              るため、魚食普及の重要               
              なアイテムとなっていま 
              す。 
 
くじらフェスティバル開催の様子 

代 表 者 名 ：野呂俊夫さん／設立：1935年／生徒数：459名 

Ｕ  Ｒ  Ｌ  ： http://www.hakodatesuisan.hokkaido-c.ed.jp/ 

住    所 ：北斗市七重浜２丁目 北海道函館水産高等学校 

電 話 番 号 ：0138-49-2411          

Ｆ  Ａ  Ｘ  ：0138-49-0168 

Ｅ－ｍａｉｌ： hakodatesuisan@hokkaido-c.ed.jp 

北斗市 

「わが村は美しく－北海道」運動第８回コンクール応募団体 

魚食普及のためのレシピ（左）と缶詰製造（右）の様子 


	スライド番号 1

